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１．はじめに 
かつて、日本の高度経済成長を支えた富の源泉

は、工場や設備、在庫といった目に見える「有形
資産」にあった。金融機関はこれら物理的な不動
産や動産を担保に融資を行い、企業はその資金で
設備投資を行って生産能力を拡大し、経済は右肩
上がりに成長した。製造業が国の背骨であった時
代、これは極めて合理的なシステムであった。融

資をする側にとっても、万が一返済が滞れば処分
できる資産（担保）が存在するという安心感があっ
たからである。

この時代において、特許権などの知的財産権
に求められた役割は比較的シンプルであった。そ
れは、自社の物理的な製品を模倣から守るための

「防壁」として機能していれば、ほぼ十分と理解さ
れていた。
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